
平成３１年度「FURE活動計画」について 

平成３１年４月作成 

【こども支援部門】 

１．「困り感」を抱える子どもと保護者への支援 

(1) 「相談室 ほっとルーム」開室

(2) 不登校や登校しぶりの児童生徒への支援

(3) 「学びの場 ほっとルーム」での課題解決的支援および学習支援

(4) 「自分探しの旅に出かけよう」の実施

(5) 「親子関係づくりプログラム」の実施

２．子どもたちの「社会力」の育成を目指した支援プログラムの開発と実施 

(1) 「防災リーダー育成プログラム」の実施

(2) 「社会力」の育成を目指した授業実践および研修会等の開催

(3) 川俣「楽しい教室」の実施

(4) 「学びの場 ほっとルーム」での「社会力」育成を目指した活動支援

３．「地域・家庭・学校」教育力の向上支援 

(1) 学習会の開催

(2) シンポジウムの開催

【地域復興支援部門】 

１．県内自治体の各種計画策定、実現に向けての支援 

２．地域の復興に取り組む若者の状況把握と支援 

３．復興過程で文化財および震災関連資料を活用する自治体と連携した活動 

４．アーカイブズの収集と保全に関する実践活動および教育・研究 

５．震災・原発事故時の避難所管理者、避難住民等へのヒヤリング 

６．災害公営住宅（仮設住宅含む）におけるコミュニティの構築についての調査研究 

７．帰還地域におけるコミュニティ形成における調査研究 

８．避難所（福祉避難所含む）の改善に関する調査研究 

 ９．外部機関と連携してのボランティアの養成 

10．商工・観光業の復興のための、行政や産業組合などと連携した調査研究 

11．国内において大規模災害が発生した際の、情報収集と調査研究、支援体制の検討 

12．東日本大震災の教訓を伝える防災教育教材の研究・開発・改善 

13．教員免許状更新講習・学校教育と連携しての防災教育の普及 



 

 【企画コーディネート部門】 

１． FURE シンポジウムの開催 

２． 各種イベントでの FURE活動紹介 

３． 相双地域支援サテライトによる被災１２市町村を対象とした復興支援 

（１）役場職員等による意見交換会「ふたばの明日を考える会」の開催 

（２）地域課題解決型復興ツアー事業「そうそうリボーンツアー」の実施 

（３）被災地域の農業再生支援 

（４）学習ワークショップの開催  

（５）相双地域における移住・定住の推進 

４．外部資金の獲得 

 

 

 

 


